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市
の
消
防
職
員
・
消
防
団
員
５
８

０
人
と
、
は
し
ご
車
、
救
助
工
作
車

な
ど
消
防
車
両
35
台
、
消
防
団
バ
イ

ク
隊
の
バ
イ
ク
16
台
が
出
動
し
、
消

防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
見
学
く
だ
さ
い
。

日
時

１
月
８
日
㈬
午
前
10
時
30
分

〜
正
午

場
所

彦
根
城
大
手
前
公
園
（
金
亀

町
）

内
容

訓
練
、
分
列
行
進
、
車
両
行

進
、
彦
根
鳶と

び

保
存
会
に
よ
る
は
し

ご
演
技
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
の

防
火
演
技
、
一
斉
放
水
な
ど

問
い
合
わ
せ
先

消
防
本
部
消
防

総
務
課
☎
◯　22　
０
３
１
４
番

昭和24年（1949）１月26日、国宝の法隆寺（奈良県斑
いか

鳩
るが

町）金堂から出火し、1300年の歴史を持つ日本最古
の壁画が焼失しました。
以後、二度とこのような事件を起こさないよう、毎年
１月26日を「文化財防火デー」と定め、多くの人に文
化財を守り、大切にする心を養ってもらう運動が始まり
ました。もともと、空気が乾燥しがちな１月、２月は、
１年のうちで最も火災の発生しやすい時期です。

彦根城で火災防御訓練を実施
消防本部（署）・消防団では、文化財防火デーの前

日にあたる１月25日㈯9：00から、彦根城を中心に火
災防御訓練を実施します。また、併せて国宝、重要文化
財等に指定されている建造物などの査察を実施します。
貴重な文化財を火災などの災害から保護し、後世に伝
えていくためには、一人ひとりが文化財に親しみ、大切
にする心を持つことが必要です。
火の元にじゅうぶん注意し、文化財を守りましょう。

1月26日は文化財防火デー

平
成
７
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
。
被
災
地
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
や
住
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的

な
活
動
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。

こ
う
し
た
活
動
に
対
す
る
認
識
を

深
め
る
と
と
も
に
、
自
然
災
害
へ
の

備
え
の
充
実
強
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
日
」、「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週

間
」
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
地
震
な
ど
に
よ
る
被

害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
、
正

し
い
知
識
と
対
処
方
法
を
身
に
つ

け
、
災
害
に
強
い
我
が
家
、
災
害
に

強
い
地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

地
域
で

防
災
会
を
結
成
し
ま
し
ょ
う

不
幸
に
し
て
災
害
が
発
生
し
た
と

き
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
体

制
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

防
災
会
は
、
自
治
会
な
ど
を
基
盤

に
設
置
さ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
防
災
会

を
組
織
し
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
一
環
と
し
て
取
組
を
進
め
ま
し

ょ
う
。

防
災
会
の
設
置
に
つ
い
て
の
お
問

い
合
わ
せ
は
、

消
防
本
部
警
防
課

☎
◯　22　
０
３
３
７
番
へ
ど
う
ぞ
。

は
し
ご
演
技

昨
年
の
出
初
式
の
様
子

車
両
行
進
▼

昨年の火災防御訓練の様子（彦根城天守前広場）

家庭の防災対策のポイント

家族みんなでチェック！

○家具の転倒防止
○照明器具などの落下防止
○プロパンガスボンベの固定
○火気のそばに燃えやすいものを
置かない
○非常持ち出し品の準備と点検
○消火器の場所
○避難経路、避難場所
○家族一人ひとりの役割分担
○家族相互の連絡手段

消
火
器 


